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吉備中央町

議会が、

学び場になっ
た夏。

議会が、

学び場になっ
た夏。

夏休み「議会自
習室」を初開催

！

議会自習室
～議会をもっと身近に～

夏休みの期間中、中学生を対象に「議会自習室」
を開設。普段はなかなか入ることができない議会
棟の会議室が、学びの場となりました。 【視察報告】委員会が行く!

ここが聞きたい　「へそ8バス 手荷物の基準は」

ピックアップ

一 般 質 問

町営バス（岡山医療センター線）料金の改定
定　例　会

14

５

２
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町営バス（岡山医療センター線）町営バス（岡山医療センター線）
料金の改定料金の改定

９
月
定
例
会

　
9
月
定
例
会
は
、
９
月
１
日
か
ら
17
日
ま
で
の
17
日
間
に
わ
た
っ
て
開
会
さ
れ

ま
し
た
。

　
町
長
か
ら
条
例
改
正
２
件
、
報
告
１
件
、
令
和
７
年
度
会
計
決
算
の
認
定
（
一

般
・
特
別
、
上
水
道
事
業
、
下
水
道
事
業
）、
令
和
８
年
度
一
般
会
計
及
び
特
別

会
計
補
正
予
算
の
上
程
及
び
諮
問
・
同
意
各
１
件
（
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推

薦
、
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
）
な
ど
の
議
案
が
上
程
、
最
終
日
に
は
請
負
契
約

の
締
結
１
件
が
追
加
上
程
さ
れ
ま
し
た
。
決
算
認
定
の
３
議
案
は
、
設
置
さ
れ
た

決
算
特
別
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、
そ
の
他
の
議
案
な
ど
は
、
審
議
の
結
果
、
原
案

ど
お
り
全
会
一
致
で
可
決
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
会
計
補
正
予
算

主
な
質
疑

　
第
３
号
補
正
予
算
は
、
歳
入
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
３
億
１
８
７
５
万
３
千
円
を
増

額
し
、
総
額
１
０
６
億
２
９
３
１
万
２

千
円
。

　
主
な
内
容
は
、
中
山
間
地
域
等
直
接

支
払
制
度
事
業
交
付
金
、
災
害
復
旧
工

事
な
ど
。

豪雨による法面の崩壊

Q
災
害
復
旧
工
事
の
そ
れ
ぞ
れ

の
内
容
と
箇
所
数
は
。
要
望

個
所
は
す
べ
て
採
択
か
。

Q
乗
合
タ
ク
シ
ー
運
行
業
務
の

増
額
の
要
因
及
び
積
算
は
。

A
農
林
関
係
は
、
農
道
１
件
、

田
２
件
。
土
木
関
係
は
、
町

道
６
件
。
す
べ
て
国
庫
事
業
に
採
択
さ

れ
、
年
度
内
完
了
予
定
。

A
新
規
登
録
者
の
増
加
と
、
月

平
均
の
金
額
を
勘
案
し
た
。

補正予算（第３号）の主な事業

中山間地域等直接支払制度事業交付金 スマート農業加算取り組み団体の追加 1,080万円

農地農業施設災害復旧費 令和８年６月豪雨による災害復旧 2,130万円

土木施設災害復旧費 令和８年６月豪雨による災害復旧 3,290万円

財政調整基金の積立金 決算剰余金の1/2以上 1億5,900万円

定
例
会

一
般
質
問

委
員
会
報
告

議
会
自
習
室

編
集
後
記
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条
例
の
改
正
（
主
な
も
の
）

請
負
契
約
の
締
結

諮
問

同
意

○�
吉
備
中
央
町
自
家
用
有
償
旅
客
運
送

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

　
デ
マ
ン
ド
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
利
用
登

録
及
び
利
用
方
法
に
か
か
る
規
定
の
新

設
。
ま
た
、
路
線
バ
ス
の
運
賃
改
定
に

伴
い
、町
営
バ
ス（
岡
山
医
療
セ
ン
タ
ー

線
）
の
運
賃
（
１
０
０
円
の
値
上
げ
）

の
変
更
。

○�

吉
備
中
央
町
ふ
く
し
・
ま
な
び
セ
ン

タ
ー
（
仮
称
）
拠
点
化
整
備
工
事

契
約
金
額
：
１
億
３
１
４
５
万
円

相
手
方
：
総
社
市
真
壁
１
２
３

－

３

　
　
　
　
　
株
式
会
社
風
早

内
容
：�

旧
下
竹
荘
小
学
校
施
設
へ
、
教

育
委
員
会
、
子
育
て
推
進
課
、

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
社
会
福

祉
協
議
会
及
び
公
営
塾
を
移
転

す
る
た
め
の
整
備
を
お
こ
な
う
。

○�

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

　
石
井　
俊
美
（
上
竹
）

　
田
村　
豪
一
郎
（
上
野
）

　
小
倉　
孝
男
（
案
田
）

　
任
期
は
、
令
和
９
年
１
月
１
日
か
ら

３
年
間
。

○�

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

　
前
田　
文
男
（
下
加
茂
）

　
任
期
は
、
令
和
８
年
10
月
30
日
か
ら

４
年
間
。

岡山医療センター線

公共交通対策 ふるさと納税制度 健康影響調査

道路の維持管理 学校統合

デマンドタクシーの休日や夜間におけ
る住民のニーズに応じた安全で安価な
移動の提供、ドライバー確保に向けた
免許取得支援の検討。

通行者の安全を確保するため、枯松倒通行者の安全を確保するため、枯松倒
木による危険個所の把握と迅速な対応
が必要。
倒木撤去のコスト削減に向け、自治会
などへの委託・連携の検討。

事業運営における独自の資金調達や収
入源の多角化、再指定に向けた取り組
みや再開後の再整備。

PFAS 血液検査の分析結果情報は、正
確性を担保しつつ迅速な公開が必要。

町の課題をしっかり見て
より良いまちづくりに
つなげていきます！

大木監査委員

通学バスの停留所環境や非常時の連絡通学バスの停留所環境や非常時の連絡
体制など改善が必要。
地域との交流の減少しており、連携の
維持・強化が必要。

令和７年度決算 監査委員の意見

定
例
会

一
般
質
問

委
員
会
報
告

議
会
自
習
室

編
集
後
記
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議会を傍聴しませんか？
　本会議は一般に公開されていますので、誰で
も自由に見たり、聴いたりすることができます。
皆さんの日常生活に関係のある重要な問題が審
議されています。

当日傍聴席入口で、傍聴人名簿に住所・氏名などを記入するだけで、事前に予約する必要はありません。

一般質問までの流れ

いつも「議会だより」をご覧いただき、ありがとうございます。
皆さまの声を紙面づくりやより身近な議会運営に活かしていくため、議会だよりに対するご意見・ご感
想を募集しております。
ご意見・ご感想の送り方　Mail：gikai@town.kibichuo.lg.jp
いただいたご意見は、議会だよりの改善に活用し、可能な範囲で紙面にてご紹介させていただきます。
皆さまからの貴重なご意見・ご感想を心よりお待ちしております。

ご意見・ご感想ご意見・ご感想 をお寄せくださいをお寄せください
議会だよりへの

９月定例会に足を運んで
くださった方のコメント

●�議場は緊張感が漂い、身が引き締まる思
いがしました。

　�じっくりと聴くことができてよかったで
す。町民のために細部にわたりいろいろ
と考えてくださっているのがわかりまし
た。傍聴者が少ないことにも驚きました。
ぜひ参加されてはいかがですか。

� （遠部佐代子さん）
●�話し方は早口で聞き取りにくい。話し方
の改善を望む。

　�旧小学校へ行政機能の移転に伴うメリッ
トは何かあるのか、他の課へ行くにも不
便さを感じる。

　�町管理の施設の老朽化に対する今後の計
画がなされているのか。

　�３Ｍ(ムダムリムラ)をどの様にチェッ
クしているのか。

　�良い質問が傍聴できました。ありがとう
ございました。

� （見尾保男さん）

９月定例会の傍聴者数 延べ９人

テーマを決める 調査・情報収集 一般質問通告書
を提出

本会議で一般質問

1 2 3 4

➡ ➡ ➡

定
例
会

一
般
質
問

委
員
会
報
告

議
会
自
習
室

編
集
後
記
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ここが聞きたい
９議員が一般質問９議員が一般質問

令和８年９月14日および15日

Ｑ

Ａ
Q

　

へ
そ
８
バ
ス
乗

車
の
際
、
持
ち
込

み
手
荷
物
の
大
き
さ
や
条
件

な
ど
、
具
体
的
に
定
め
ら
れ

て
い
る
の
か
。

Q
　

土
日
祝
日
の
運

行
希
望
が
多
く
あ

る
。
前
向
き
な
検
討
が
な
さ

れ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
本

格
運
行
を
ど
の
よ
う
に
見
据

え
て
い
る
の
か
。

Q
　

ラ
イ
ド
シ
ェ
ア

の
見
通
し
と
、
デ

マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
・
へ
そ
８

バ
ス
の
役
割
分
担
は
。

Q
　

回
数
券
と
乗
り

継
ぎ
券
の
利
用
状

況
は
。 A

早
川
総
務
課
長

　

現
在
明
確
な
基

準
は
定
め
て
い
な
い
。
国
土

交
通
省
が
示
し
て
い
る
持
ち

込
み
禁
止
の
事
例
を
参
考

に
、
安
全
面
や
利
用
者
の
利

便
性
も
考
慮
し
、
今
後
具
体

的
な
取
り
扱
い
を
定
め
た
規

定
の
作
成
を
進
め
る
。

A
総
務
課
長

　

本
格
運
行
に
移

行
す
る
際
、
一
日
当
た
り
10

人
の
利
用
者
数
を
目
標
に
掲

げ
て
い
る
。
運
転
手
不
足
が

深
刻
化
し
て
い
る
中
で
、
土

日
祝
日
の
運
行
ま
で
拡
大
す

る
こ
と
は
、
運
転
手
の
確
保

や
働
き
方
改
革
へ
の
対
応
な

ど
を
考
慮
す
る
と
難
し
い
。

A
総
務
課
長

　

ラ
イ
ド
シ
ェ
ア

は
、
地
域
の
移
動
手
段
の
一

つ
と
し
て
、
活
用
が
広
が
っ

て
い
く
可
能
性
が
あ
る
と
考

え
る
。
導
入
は
、
今
年
度
研

究
す
る
。
デ
マ
ン
ド
タ
ク

シ
ー
や
へ
そ
８
バ
ス
は
、
一

定
の
利
用
実
態
が
あ
り
、
地

域
住
民
の
移
動
手
段
と
し
て

重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い

る
。
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
の
導
入

拡
大
を
も
っ
て
直
ち
に
既
存

の
公
共
交
通
を
置
き
換
え
る

も
の
で
は
な
い
と
考
え
て
い

る
。
役
割
分
担
は
、
研
究
結

果
を
踏
ま
え
て
検
討
し
て
い

く
。

A
総
務
課
長

　

回
数
券
の
販
売

状
況
は
、
１
０
０
円
券
１
７

２
セ
ッ
ト
、
50
円
券
47
セ
ッ

ト
。
一
定
の
利
用
が
進
ん
で

い
る
と
認
識
。
デ
マ
ン
ド
タ

ク
シ
ー
で
の
車
内
販
売
も
開

始
。
今
後
利
用
の
増
加
に
つ

な
が
る
と
期
待
。
乗
り
継
ぎ

券
は
31
枚
。
今
後
、
広
報
紙

な
ど
で
、
わ
か
り
や
す
く
周

渡
わたなべ
邉　順

じゅんこ
子

乗車持ち込み手荷物の基準は

今後、具体的な規定を作成

知
し
、
利
用
促
進
に
つ
な
げ

て
い
き
た
い
。

へそ８バス

一般質問通告書　締め切り日　８月26日一般質問通告書　締め切り日　８月26日

　
他
、
旧
津
賀
小
学
校
及
び

旧
下
竹
荘
小
学
校
へ
の
移
転

の
質
問
を
し
た
。

定
例
会

一
般
質
問　
渡
邉

委
員
会
報
告

議
会
自
習
室

編
集
後
記
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Ｑ

Ａ

要件緩和で移住定住促進を

最大限、柔軟な対応を図る
丸
まるやま
山　節

せつお
夫

Q
　
現
行
の
定
住
促
進

条
例（
奨
励
金
制
度
）

は
、
い
ず
れ
も
年
齢
制
限
や
世

帯
構
成
、
申
請
期
限
が
付
さ
れ

て
い
る
。
社
会
情
勢
に
即
応
し

た
構
造
的
課
題
の
検
証
や
、
制

限
の
見
直
し
に
対
す
る
町
の
対

応
を
問
う
。

A
岡
田
副
町
長

　
法
令
・
条
例
の
許

す
範
囲
で
、
住
民
の
利
益
を
第

一
に
、
最
大
限
柔
軟
な
対
応
を

図
る
。
今
後
の
見
直
し
は
、
総

合
政
策
会
議
に
て
過
去
の
実

績
、
成
果
の
検
証
を
含
め
た
事

業
と
の
総
合
調
整
や
、
将
来
に

向
け
た
財
政
規
律
を
勘
案
し
、

慎
重
に
検
討
を
進
め
る
。

Q
　

地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
支
援
の
現
状

と
、
行
政
が
担
う
ア
フ
タ
ー
ケ

ア
の
必
要
性
と
対
策
を
問
う
。

A
副
町
長

　
地
域
と
の
つ
な
が

り
や
関
係
づ
く
り
が
、
不
安
や

孤
独
感
に
対
す
る
一
番
の
対
処

法
と
捉
え
る
。
今
後
は
、
移
住

支
援
団
体
と
連
携
し
、
訪
問
や

高
齢
者
福
祉
対
策

（
日
常
生
活
支
援
事
業
）

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
実
施
な

ど
、
き
め
細
や
か
な
対
応
に
努

め
る
。Q

　

デ
マ
ン
ド
タ
ク

シ
ー
利
用
に
対
す
る

課
題
点
（
事
前
予
約
制
と
土
日

祝
祭
日
の
運
行
休
止
制
限
）
見

直
し
の
必
要
性
を
問
う
。

A
早
川
総
務
課
長

　

デ
マ
ン
ド
タ
ク

シ
ー
事
業
は
、
日
常
の
移
動
を

支
援
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、

利
用
者
の
利
便
性
向
上
を
図
る

一
方
で
、
効
率
的
な
乗
り
合

い
、
運
行
に
よ
り
運
転
手
不
足

や
財
政
負
担
の
抑
制
を
図
っ
て

い
る
。
今
後
は
、
利
便
性
と
運

行
体
制
の
両
面
を
考
慮
し
、
適

切
な
運
行
方
法
の
検
討
を
進
め

る
。Q

　

デ
マ
ン
ド
タ
ク

シ
ー
利
用
の
増
加
に

伴
う
財
政
負
担
と
事
業
の
持
続

可
能
性
を
問
う
。

高齢者への配達

A
総
務
課
長

　
財
政
負
担
は
、
運

行
経
費
の
増
額
に
伴
い
、
増
加

傾
向
に
あ
る
。
今
後
、
利
用
者

負
担
の
あ
り
方
や
乗
り
合
い
率

の
向
上
な
ど
、
財
政
負
担
の
抑

制
と
利
便
性
の
確
保
を
両
立
し

な
が
ら
、
持
続
可
能
な
公
共
交

通
構
築
に
努
め
る
。

Q
　
買
い
物
支
援
サ
ー

ビ
ス
配
送
料
の
無
料

化
終
了（
今
年
12
月
）に
関
し
、

来
年
１
月
か
ら
の
有
料
化
が
検

討
さ
れ
て
い
る
。
有
料
化
に
伴

う
利
用
者
離
れ
と
事
業
者
の
持

続
可
能
性
を
問
う
。

A
大
樫
企
画
課
長

　
現
在
、
適
正
な
価

格
設
定
や
必
要
な
法
令
上
の
手

続
き
を
進
め
て
い
る
。
住
民
の

利
便
性
と
地
域
事
業
者
の
事
業

継
続
の
両
立
を
目
指
す
。

Q
　
配
食
サ
ー
ビ
ス
事

業
継
続
の
課
題
点
と

今
後
の
方
針
（
交
通
移
動
、
買

い
物
、
配
食
、
見
守
り
）
の
庁

舎
内
連
携
を
問
う
。

A
古
林
福
祉
課
長

　
昨
今
の
物
価
高
騰

に
よ
る
食
材
費
の
高
騰
や
、
人

件
費
の
増
加
が
懸
念
さ
れ
る
。

　
配
達
コ
ス
ト
の
適
正
な
価
格

設
定
に
よ
り
担
い
手
確
保
と
、

持
続
可
能
な
事
業
運
営
に
努
め

る
。
庁
舎
内
で
は
、
横
の
連
携

を
図
り
持
続
的
、
効
果
的
な
支

援
に
取
り
組
む
。

A
山
本
町
長

　
交
通
、
買
い
物
、

配
食
サ
ー
ビ
ス
の
他
に
も
必
要

な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
事
業

は
多
く
あ
る
。
満
足
の
い
く

サ
ー
ビ
ス
に
対
し
、
財
政
率
を

伴
う
が
、
今
や
っ
て
い
る
中
で

も
、
よ
り
必
要
な
も
の
を
手
厚

く
、
将
来
を
し
っ
か
り
と
見
つ

め
町
政
運
営
を
進
め
て
い
く
。

定
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Q
　
国
県
道
は
岡
山
県

に
よ
る
管
理
が
な
さ

れ
て
お
り
、
年
に
１
回
の
草
刈

が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。

　
春
ご
ろ
か
ら
は
草
木
が
繁
茂

し
、
国
道
で
あ
っ
て
も
道
路
幅

が
狭
小
な
所
は
、
大
変
気
を
遣

う
状
況
で
あ
る
。
道
路
側
溝
で

は
堆
積
物
に
よ
り
、
雨
天
時
に

お
い
て
は
排
水
が
あ
ふ
れ
大
雨

時
に
は
危
険
な
状
況
で
あ
る
。

交
通
安
全
の
観
点
か
ら
町
長
の

意
見
は
。

A
山
本
町
長

　
年
１
回
の
定
期
的

な
草
刈
り
で
は
、
十
分
な
安
全

性
が
確
保
で
き
て
い
る
と
は
言

い
難
い
。
町
民
の
方
か
ら
の
通

報
に
よ
り
危
険
箇
所
を
把
握
し

た
場
合
は
、
県
に
対
し
て
緊
急

の
草
刈
り
な
ど
を
要
望
し
迅
速

な
対
応
を
求
め
て
い
る
。
今
後

も
草
刈
り
の
回
数
増
や
計
画
的

な
側
溝
清
掃
の
実
施
な
ど
、
維

持
管
理
体
制
の
強
化
を
県
に
対

し
強
く
要
望
し
て
い
く
。ま
た
、

県
と
の
情
報
共
有
を
緊
密
に
お

こ
な
い
、
危
険
箇
所
の
早
期
発

見
、
解
消
に
努
め
る
。

Ｑ

Ａ
髙
たかもり
森　　学

まなぶ

国県道の通学路安全対策を

県に対しさらに強く要望する

Q
　
小
中
学
校
生
の
通

学
は
ス
ク
ー
ル
バ
ス

で
通
学
し
て
い
る
児
童
生
徒
以

外
は
、
徒
歩
や
自
転
車
に
よ
る

通
学
で
あ
る
。

　
徒
歩
な
ど
で
通
学
し
て
い
る

児
童
生
徒
の
安
全
通
学
の
観
点

か
ら
教
育
長
の
意
見
は
。

A
石
井
教
育
長

　
歩
道
の
幅
が
狭
い

場
所
な
ど
に
は
、
看
板
を
設
置

す
る
な
ど
の
対
応
を
し
て
い

る
。
し
か
し
草
木
の
成
長
が
著

し
い
時
期
に
お
い
て
は
通
学
路

の
安
全
確
保
の
観
点
か
ら
、
十

分
で
は
な
い
と
認
識
し
て
い

る
。
見
通
し
が
悪
い
箇
所
や
、

危
険
が
生
じ
る
箇
所
に
お
い
て

は
、
迅
速
な
対
応
が
な
さ
れ
る

よ
う
に
担
当
課
を
通
じ
て
、
安

全
安
心
の
た
め
県
民
局
な
ど
に

さ
ら
に
強
く
働
き
か
け
る
。

Q
　
各
小
学
校
及
び
中

学
校
の
児
童
・
生
徒

の
う
ち
、
徒
歩
及
び
自
転
車
で

通
学
し
て
い
る
児
童
・
生
徒
は

そ
れ
ぞ
れ
何
人
か
。

草刈り後２カ月経過 歩道を覆う草木

A
中
山
教
育
委
員
会
　

事
務
局
長

　
加
賀
中
学
校
で
自
転
車
通
学

が
12
名
、
徒
歩
な
ど
が
８
名
。

小
学
校
で
は
徒
歩
な
ど
が
、
加

賀
東
小
学
校
が
40
名
、
加
賀
西

小
学
校
46
名
、
加
賀
南
小
学
校

が
１
１
７
名
。

Q
　
年
２
回
の
草
刈
り

を
、
県
に
対
し
強
く

は
県
に
対
し
て
年
２
回
の
草
刈

り
を
実
施
す
る
よ
う
強
く
要
望

し
て
い
き
た
い
。

要
望
す
る
こ
と
は
基
本
で

あ
る
が
、
年
２
回
の
草
刈

り
の
う
ち
１
回
の
草
刈
り

を
、
通
学
路
だ
け
で
も
町

で
実
施
は
で
き
な
い
か
。

A
町
　
長

　
全
般
的
に
年

１
回
の
草
刈
り
で
は
追
い

つ
か
な
い
と
い
う
こ
と
は

誰
の
目
で
見
て
も
わ
か

る
。
年
２
回
の
う
ち
１
回

を
町
が
草
刈
り
を
お
こ
な

う
こ
と
は
、
町
管
理
の
道

は
多
数
あ
り
延
長
も
長
く

財
政
的
に
も
難
し
い
。
し

か
し
、
危
険
箇
所
を
放
置

す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い

の
で
、
い
ろ
い
ろ
な
方
法

を
検
討
は
す
る
が
、
ま
ず
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Ｑ

Ａ
河
かわかみ
上真

ま ち こ
智子

ペットの同行避難は可能か

ス ペ ー ス の 確 保 を 検 討

Q
　

災
害
発
生
時
の

ペ
ッ
ト
の
同
行
避
難

場
所
の
整
備
は
、
車
中
泊
な
ど

に
よ
る
心
身
の
負
担
軽
減
の
た

め
に
も
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、

他
の
避
難
者
と
区
別
し
な
が
ら

も
、
飼
い
主
が
ペ
ッ
ト
の
世
話

が
で
き
る
場
所
も
必
要
で
あ

る
。
現
状
は
ど
う
か
。

A
早
川
総
務
課
長

　
町
の
防
災
計
画
で

は
、
避
難
場
所
で
の
被
災
ペ
ッ

ト
の
た
め
の
ス
ペ
ー
ス
の
確
保

に
努
め
る
と
し
て
い
る
が
、
具

体
的
な
受
け
入
れ
方
法
や
取
り

扱
い
は
明
記
し
て
い
な
い
。
今

後
、
飼
育
場
所
の
確
保
や
ル
ー

ル
、
衛
生
管
理
な
ど
は
町
地
域

防
災
計
画
及
び
避
難
所
マ
ニ
ュ

ア
ル
へ
の
位
置
づ
け
を
含
め
検

討
し
て
い
く
。

Q
　
避
難
所
の
ど
の
よ

う
な
場
所
が
飼
育
場

所
と
し
て
適
切
で
あ
る
と
考
え

て
い
る
か
。

A
総
務
課
長

　
一
般
的
に
は
、
避

難
者
の
居
住
ス
ペ
ー
ス
や
生
活

動
線
と
は
区
別
し
、
状
況
に
応

じ
て
選
定
さ
れ
る
。
避
難
者
へ

の
配
慮
と
と
も
に
、
適
切
な

ペ
ッ
ト
の
飼
育
環
境
へ
の
配
慮

も
必
要
と
考
え
る
。
今
後
、
各

避
難
所
の
事
情
に
応
じ
て
、
受

け
入
れ
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
活
用

し
得
る
場
所
を
確
認
す
る
と
と

も
に
、
自
治
会
や
自
主
防
災
組

織
及
び
ペ
ッ
ト
飼
育
者
な
ど
の

意
見
も
踏
ま
え
、
実
効
性
の
あ

る
運
用
を
検
討
し
て
い
く
。

Q
　
町
外
に
通
学
す
る

高
校
生
も
ま
た
交
通

弱
者
で
あ
る
。
学
生
の
利
便
性

と
安
全
確
保
、
家
族
の
送
迎
の

負
担
軽
減
の
た
め
に
も
デ
マ
ン

ド
タ
ク
シ
ー
の
運
行
時
間
の
延

長
が
で
き
な
い
も
の
か
。

A
総
務
課
長

　

デ
マ
ン
ド
タ
ク

シ
ー
の
対
応
時
間
の
延
長
は
、

各
事
業
者
の
対
応
の
可
否
や
費

用
面
、
延
長
す
る
時
間
帯
に
お

け
る
需
要
や
乗
り
合
い
の
可
能

性
な
ど
を
踏
ま
え
て
検
討
す
る

必
要
が
あ
る
。
対
応
時
間
の
延

長
も
視
野
に
、
地
域
の
実
情
に

応
じ
た
交
通
手
段
を
模
索
し
て

い
き
た
い
。

Q
　
来
年
度
か
ら
吉
備

高
原
学
園
高
校
へ
の

町
内
の
学
生
限
定
の
通
学
制
が

始
ま
る
。
し
か
し
、
通
学
に
適

し
た
公
共
交
通
が
な
い
。
そ
こ

で
、
中
学
校
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス

に
混
乗
さ
せ
て
も
ら
い
、
中
学

校
と
高
校
の
間
は
高
校
の
車
両

で
の
送
迎
で
と
い
う
対
応
は
で

き
な
い
も
の
か
。

A
中
山
教
育
委
員
会
　

事
務
局
長

　
原
則
的
に
は
、
学
校
法
人
が

ペット避難への備え

町
内
の
移
動
手
段

対
応
す
る
も
の
で
は
な
い
か
と

考
え
て
い
る
。し
か
し
、交
通
手

段
の
乏
し
い
本
町
に
お
い
て
、

長
期
的
な
視
点
で
持
続
可
能
な

通
学
環
境
を
整
え
て
い
け
る
よ

う
に
検
討
を
し
て
い
き
た
い
。

A
山
本
町
長

　
課
題
は
様
々
あ
る

が
、
中
学
校
の
意
見
も
聞
き
、

協
議
を
重
ね
て
良
い
方
向
が
出

せ
れ
ば
と
て
も
い
い
と
思
う
。

Q
　
町
内
の
公
共
交
通

は
、
土
日
祝
日
の
運

行
が
な
い
。
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に

参
加
で
き
な
い
と
い
う
意
見
も

多
く
聞
か
れ
る
。
交
通
空
白
期

間
を
補
う
「
日
本
版
ラ
イ
ド

シ
ェ
ア
」
の
導
入
は
ど
う
か
。

A
総
務
課
長

　
ド
ラ
イ
バ
ー
の
確

保
や
、
安
全
な
運
行
管
理
が
課

題
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

ま
た
、
導
入
後
の
費
用
分
担
を

含
め
た
持
続
可
能
な
仕
組
み
の

検
討
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
。

　

他
、
２
０
２
７
年
度
介
護

保
険
法
改
正
の
質
問
を
し
た
。
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Q
　
人
口
減
少
、
高
齢

化
が
進
む
中
、
草
刈

り
、
水
路
管
理
、
防
災
、
見
守

り
な
ど
、
地
域
で
維
持
で
き
な

く
な
る
機
能
を
把
握
し
、
自
治

会
の
枠
を
超
え
て
支
え
る
仕
組

み
が
必
要
で
は
。

A
早
川
総
務
課
長

　
こ
れ
ま
で
一
つ
の

地
域
で
担
っ
て
き
た
活
動
を
、

同
じ
形
で
維
持
す
る
こ
と
が
難

し
く
な
る
地
域
が
増
え
る
と
認

識
し
て
い
る
。
複
数
の
自
治
会

や
地
域
団
体
が
連
携
し
、
草
刈

り
や
環
境
整
備
の
共
同
実
施
、

地
域
行
事
の
合
同
開
催
、
見
守

り
活
動
な
ど
を
地
域
全
体
で
支

え
合
う
仕
組
み
が
重
要
で
あ

Ｑ

Ａ

地 域 機 能 を ど う 守 る

地 域 連 携 で 支 え 合 う
黒
くろだ
田　員

かずよね
米

行
政
判
断
の
根
拠
を

明
確
に

Q
　
申
請
や
相
談
へ
の

判
断
が
担
当
者
に

よ
っ
て
異
な
る
こ
と
が
な
い
よ

う
、
行
政
判
断
の
透
明
化
と
説

明
責
任
を
徹
底
す
べ
き
で
は
。

A
総
務
課
長

　
担
当
者
個
人
の
判

断
に
委
ね
る
の
で
は
な
く
、
法

令
、
条
例
、
規
則
、
要
綱
、
過

去
の
取
り
扱
い
な
ど
を
確
認

し
、
組
織
と
し
て
対
応
す
る
。

判
断
に
違
い
が
生
じ
た
場
合

は
、
関
係
課
や
所
属
長
で
調
整

し
、
必
要
に
応
じ
て
町
長
な
ど

の
決
裁
を
受
け
、
町
と
し
て
の

方
針
を
明
確
に
す
る
。
判
断
過

程
も
記
録
に
残
す
。
不
許
可
、

不
承
認
な
ど
住
民
に
不
利
益
と

な
る
判
断
は
、
根
拠
や
理
由
を

分
か
り
や
す
く
説
明
し
、
求
め

が
あ
れ
ば
可
能
な
限
り
文
書
で

回
答
す
る
。
判
断
基
準
や
手
続

き
の「
見
え
る
化
」も
進
め
る
。

Q
　
「
協
働
で
開
く
新

た
な
ま
ち
づ
く
り
実

践
事
業
」
で
、
主
催
者
の
配
偶

者
へ
の
謝
金
を
補
助
対
象
外
と

し
た
が
、
配
偶
者
を
団
体
構
成

員
と
す
る
明
確
な
規
定
は
あ
る

の
か
。A

大
月
協
働
推
進
課
長

　
補
助
金
交
付
規
則

に
は
、
明
確
に
は
示
さ
れ
て
い

な
い
。
今
回
の
判
断
は
補
助
金

の
公
益
性
、
公
平
性
な
ど
を
考

慮
し
て
判
断
し
た
。
今
後
、
同

様
の
案
件
で
齟そ

齬ご

が
生
じ
な
い

よ
う
、
こ
れ
ま
で
の
経
緯
を
生

か
し
、
内
規
と
し
て
整
理
し
て

い
き
た
い
。

A
山
本
町
長

　
今
回
の
よ
う
に
齟

齬
が
生
じ
て
い
る
の
で
あ
れ

ば
、現
状
に
即
す
よ
う
、規
則・

要
綱
な
ど
の
改
定
も
検
討
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
ず
は
、

現
状
に
準
じ
て
い
る
か
を
確
認

し
、
今
後
、
問
題
を
な
く
す
た

地域の道つくり作業

め
検
討
・
研
究
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
。

公
共
施
設
の
将
来
負
担
は

Q
　
人
口
減
少
を
踏
ま

え
、
公
共
施
設
の
適

正
配
置
を
ど
の
よ
う
に
進
め
る

の
か
。A

総
務
課
長

　
建
物
の
維
持
修
繕

な
ど
に
は
年
間
約
3
～
4
億
円

を
見
込
む
。
対
象
施
設
の
う
ち

7
施
設
は
、
解
体
、
賃
貸
借
、

集
約
化
な
ど
の
方
向
性
が
決
ま

り
、
3
施
設
は
未
定
で
あ
る
。

A
町
　
長

　
活
用
で
き
る
も
の

は
活
用
し
、
難
し
い
場
合
は
最

終
的
に
撤
去
す
る
。
全
て
を
同

時
に
お
こ
な
う
こ
と
は
多
額
の

費
用
が
必
要
と
な
る
た
め
、
撤

去
す
る
年
次
計
画
を
明
記
し
た

上
で
実
施
し
た
い
。

る
。
小
規
模
多
機
能
自
治
や
地

域
運
営
組
織
も
有
効
な
選
択
肢

の
一
つ
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。

地
域
の
状
況
に
応
じ
た
伴
走
型

支
援
に
努
め
る
。

定
例
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我
あづま
妻　瑛

えいこ
子

福 祉 避 難 所 の 定 員 は

町　 全　 体　 で　 58　 名

Q
　
町
が
協
定
を
結
ん

で
い
る
福
祉
避
難
所

は
ど
こ
か
。

A
古
林
福
祉
課
長

　
高
齢
者
施
設
や
障

害
者
施
設
、
児
童
養
護
施
設
７

法
人
の
10
施
設
。

Q
　
各
福
祉
避
難
所
の

利
用
対
象
者
を
、
町

と
施
設
は
ど
の
よ
う
に
把
握
し

て
い
る
か
。

A
福
祉
課
長

　
避
難
行
動
要
支
援

者
名
簿
を
も
と
に
個
別
避
難
計

画
を
順
次
策
定
し
て
い
る
。
こ

れ
に
よ
り
、
町
は
福
祉
避
難
所

の
対
象
者
を
把
握
し
て
い
る
。

Q
　
個
別
避
難
計
画
を

も
と
に
、
福
祉
避
難

所
を
利
用
す
る
方
は
何
名
い
る

か
。A

福
祉
課
長

　
個
別
避
難
計
画
を

策
定
し
て
い
る
が
、
特
に
福
祉

避
難
所
利
用
者
数
と
し
て
人
数

は
把
握
し
て
い
な
い
。

Q
　
個
別
避
難
計
画
作

成
時
に
福
祉
避
難
所

が
選
択
肢
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

A
福
祉
課
長

　
（
一
般
）避
難
所
が

ま
ず
開
設
さ
れ
て
、
必
要
な
ら

ば
福
祉
避
難
所
へ
行
く
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
特
に
事
前
に
福

祉
避
難
所
に
行
く
方
を
現
在
の

と
こ
ろ
想
定
し
て
い
な
い
。

Q
　
福
祉
避
難
所
に
行

く
方
が
概
数
と
し
て

ど
れ
だ
け
見
込
ま
れ
て
い
て
、

今
の
キ
ャ
パ
が
足
り
て
い
る
の

か
足
り
て
い
な
い
の
か
が
全
く

わ
か
ら
な
い
状
況
で
は
な
い
か
。

A
福
祉
課
長

　
人
数
は
要
配
慮
者

が
6
0
0
人
程
度
と
い
う
こ
と

な
の
で
、
一
応
１
割
と
言
え
る

と
思
う
。

公
共
交
通

Q
①
高
校
生
の
通
学
に

は
保
護
者
に
よ
る
送

迎
が
基
本
的
に
必
須
で
あ
り
、

通
学
以
外
に
お
い
て
も
自
分
で

動
く
こ
と
が
困
難
で
あ
る
。
へ

そ
８
バ
ス
、
デ
マ
ン
ド
タ
ク

シ
ー
の
運
行
は
平
日
の
朝
夜
、

土
日
は
な
い
。
中
高
校
生
が
利

用
可
能
な
運
行
を
検
討
し
て
は

ど
う
か
。

②
以
前
の
議
会
で
同
僚
議
員
よ

り
、
運
行
時
間
の
住
み
分
け
の

考
え
は
な
い
か
と
い
う
質
問
が

あ
っ
た
が
、
検
討
は
さ
れ
て
い

な
い
の
か
。

A
早
川
総
務
課
長

①
土
日
祝
日
の
運
行

ま
で
拡
大
す
る
こ
と
は
、
運
転

手
の
確
保
や
働
き
方
改
革
へ
の

対
応
な
ど
を
考
慮
す
る
と
難
し

い
。

②
検
討
は
今
の
と
こ
ろ
、
お
こ

な
っ
て
い
な
い
。

外
国
人
労
働
者

Q
　

人
口
あ
た
り
の

外
国
人
割
合
が
３
・

４
％
と
岡
山
県
内
で
２
番
目
に

多
い
本
町
に
お
い
て
、
外
国
人

労
働
者
、
外
国
人
技
能
実
習
生

と
の
共
生
社
会
の
推
進
を
ど
う

展
望
し
て
い
る
か
。

A
大
月
協
働
推
進
課
長

　

日
本
語
教
室
で

の
、
日
本
人
学
習
サ
ポ
ー
タ
ー

と
の
交
流
や
、
国
際
化
推
進
協

会
主
催
の
交
流
カ
フ
ェ
ハ
ッ

ピ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
な
ど
に
お
け

る
交
流
な
ど
、
理
解
を
深
め
て

い
け
る
場
を
設
け
て
い
る
。
今

後
も
こ
う
し
た
活
動
を
通
し

て
、支
援
を
続
け
て
い
き
た
い
。日本語教室開催中

定
例
会
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我
妻
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習
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日
ひ な
名　由

ゆ か
香

エ ア コ ン 購 入 へ の 支 援 は

県の補助制度の活用を促す

Q
　
本
庁
舎
お
よ
び
各

支
所
の
時
間
帯
ご
と

の
窓
口
の
利
用
状
況
は
。
特
に

開
庁
直
後
と
閉
庁
前
の
窓
口
利

用
状
況
は
。

A
宮
田
住
民
課
長

　
午
前
８
時
30
分
か

ら
９
時
ま
で
は
比
較
的
穏
や
か

な
人
の
流
れ
で
、
午
後
４
時
30

分
か
ら
５
時
15
分
ま
で
は
、
朝

の
時
間
帯
に
比
べ
て
来
庁
者
が

多
い
。
曜
日
に
よ
る
違
い
も
あ

る
。
特
に
週
明
け
の
月
曜
日
は

来
庁
者
が
多
く
、
窓
口
が
混
み

合
う
傾
向
が
あ
る
。
ま
た
、
週

末
に
か
け
て
は
各
種
手
続
き
の

期
限
な
ど
に
よ
る
駆
け
込
み
の

来
庁
者
が
増
え
る
傾
向
に
あ
る
。

Q
　
利
用
実
態
や
職
員

の
業
務
状
況
を
踏
ま

え
、
窓
口
時
間
を
見
直
す
考
え

は
。 こ

れ
か
ら
の

役
場
の
窓
口
の
あ
り
方

A
住
民
課
長

　
町
民
の
皆
さ
ま
の

要
望
や
利
用
状
況
、
職
員
の
業

務
状
況
を
十
分
に
勘
案
し
な
が

ら
、
検
討
し
て
い
く
。

　
現
在
、
要
予
約
制
で
は
あ
る

が
、
水
曜
日
の
延
長
窓
口
・
月

１
回
の
休
日
開
庁
（
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
申
請・受
け
取
り
の
み
）、

コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
も
実

施
し
て
い
る
。

Q
　
役
場
に
行
か
ず
に

手
続
き
が
完
結
す
る

オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
行
政
サ
ー
ビ

ス
を
拡
充
で
き
な
い
か
。

A
大
樫
企
画
課
長

　

今
後
、「
行
か
な

い
窓
口
」
の
導
入
に
向
け
、
年

間
申
請
件
数
が
多
い
も
の
、
待

ち
時
間
が
長
い
も
の
、
複
数
回

の
来
庁
が
必
要
な
も
の
な
ど
、

オ
ン
ラ
イ
ン
化
に
よ
る
効
果
が

高
い
手
続
き
を
洗
い
出
し
、
関

係
各
課
と
連
携
し
な
が
ら
、
実

現
可
能
な
も
の
か
ら
前
向
き
に

検
討
し
て
い
く
。

Q
　
高
齢
者
な
ど
ク
ー

リ
ン
グ
シ
ェ
ル
タ
ー

へ
の
移
動
が
困
難
な
方
の
暑
さ

対
策
へ
の
考
え
は
。

A
難
波
保
健
課
長

　
ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ

ル
タ
ー
も
涼
し
い
場
所
で
あ

り
、
防
衛
策
の
一
つ
。
移
動
が

困
難
な
方
は
、
各
家
庭
で
涼
し

く
過
ご
せ
る
場
所
を
確
保
す
る

こ
と
が
、
安
全
と
健
康
を
守
る

た
め
に
必
要
。

※�

ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル
タ
ー
と

は
、
熱
中
症
に
よ
る
健
康
被

害
を
防
ぐ
た
め
、
暑
さ
を
し

の
ぎ
、
休
憩
で
き
る
場
所
と

し
て
自
治
体
が
指
定
し
た
施

設
。

Q
　
高
齢
者
世
帯
な
ど

へ
、
エ
ア
コ
ン
の
設

置
や
省
エ
ネ
機
種
へ
の
買
い
替

え
を
支
援
で
き
な
い
か
。

A
古
林
福
祉
課
長

　
エ
ア
コ
ン
購
入
へ

の
支
援
は
、
町
独
自
の
エ
ア
コ

ン
の
新
規
設
置
や
買
い
替
え
に

対
す
る
助
成
制
度
の
創
設
は
、

公
平
性
や
財
政
面
の
課
題
も
あ

り
、
現
状
実
施
す
る
考
え
は
な

い
。
岡
山
県
で
は
、
省
エ
ネ
家

電
購
入
住
宅
断
熱
リ
フ
ォ
ー
ム

応
援
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
し
て
、

エ
ア
コ
ン
購
入
に
対
す
る
補
助

事
業
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
引

き
続
き
、
高
齢
者
世
帯
や
ご
家

族
に
対
し
て
、
暑
さ
対
策
と
し

て
エ
ア
コ
ン
な
ど
の
必
要
性
を

訴
え
て
い
く
と
と
も
に
、
必
要

に
応
じ
て
県
の
補
助
制
度
を
伝

え
て
い
く
。

賀陽庁舎 1階のクーリングシェルター

おかやま省エネ家電購入
住宅断熱リフォーム

応援キャンペーンサイト
➡
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A
加
茂
川
総
合
事
務
所
長

　
現
在
の
利
用
件
数

が
継
続
す
る
と
考
え
て
い
る
。

将
来
的
な
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

は
し
て
い
な
い
。

Q
　
吉
備
高
原
都
市
内

に
商
業
施
設
な
ど
新

た
な
複
合
施
設
を
作
る
計
画
が

進
ん
で
い
る
。
将
来
負
担
の
視

点
か
ら
も
、
こ
の
複
合
施
設
に

機
能
を
集
約
し
、
旧
津
賀
小
学

校
へ
の
３
億
円
余
の
投
入
に
よ

る
移
転
計
画
は
、
大
胆
に
見
直

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

A
山
本
町
長

　
今
、
吉
備
高
原
都

市
に
計
画
し
て
い
る
施
設
は
、

町
民
要
望
の
強
い
買
い
物
環
境

の
整
備
で
あ
る
。
旧
津
賀
小
学

校
へ
の
移
転
は
、
加
茂
川
庁
舎

の
耐
震
性
の
問
題
と
地
元
要
望

を
勘
案
し
て
決
断
し
た
。

Q
　
旧
津
賀
小
学
校
へ

は
加
茂
川
総
合
事
務

所
な
ど
の
移
転
が
予
定
さ
れ
て

い
る
。
施
設
整
備
は
ど
の
程
度

進
ん
で
い
る
か
。

A
岡
崎
加
茂
川
総
合
　

事
務
所
長

　
令
和
９
年
度
中
に
工
事
を
完

了
し
、移
転
す
る
予
定
で
あ
る
。

Q
　

当
初
予
算
で
は

３
億
円
余
が
計
上
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
金
額
に
は
、

加
茂
川
庁
舎
内
に
設
置
さ
れ
て

い
る
光
フ
ァ
イ
バ
ー
中
枢
設
備

の
移
転
費
用
は
含
ま
れ
て
い
る

か
。A

加
茂
川
総
合
事
務
所
長

　

含
ま
れ
て
い
な

い
。
追
加
で
７
１
５
万
円
程
度

必
要
に
な
る
。

Q
　

４
月
の
委
員
会

で
、
将
来
の
利
用
者

見
込
み
を
立
て
て
い
る
か
尋
ね

た
。
立
て
て
い
な
い
と
の
答
え

だ
っ
た
。
見
込
み
も
立
て
な
い

計
画
は
ず
さ
ん
で
は
な
い
か
。

Ｑ

Ａ

見 直 し が 賢 明 で は な い か

移転は予定どおり進める
山
やまさき
崎　　誠

まこと

旧津賀小学校

旧
下
竹
荘
小
学
校
、

な
ぜ
入
札
不
調
に

Q
　
７
月
17
日
に
お
こ

な
わ
れ
た
旧
下
竹
荘

小
学
校
の
施
設
改
修
工
事
の
入

札
が
不
調
と
な
っ
た
。理
由
は
。

A
中
山
教
育
委
員
会
　

事
務
局
長

　
町
の
設
定
し
た
価
格
に
対
し

て
参
加
事
業
者
の
入
札
価
格
が

上
回
っ
た
た
め
。
９
月
11
日
、

改
め
て
入
札
を
実
施
し
落
札
さ

れ
た
。
落
札
額
は
消
費
税
込
み

で
１
億
３
１
４
５
万
円
で
あ
る
。

Q
　
工
期
の
遅
れ
が
心

配
さ
れ
る
。
移
転
は

予
定
ど
お
り
進
む
の
か
。

A
教
育
委
員
会
事
務
局
長

　
令
和
９
年
４
月
１

日
に
業
務
開
始
が
で
き
る
よ
う

準
備
し
て
い
る
。

Q
　
社
会
福
祉
協
議
会

（
以
下
社
協
）も
移

転
予
定
と
な
っ
て
い
る
。現
在
、

社
協
が
指
定
管
理
を
受
け
て
い

る
５
施
設
の
維
持
管
理
は
、
社

協
移
転
後
ど
う
な
る
の
か
。

A
古
林
福
祉
課
長

　
今
の
と
こ
ろ
継
続

し
て
社
協
に
指
定
管
理
を
お
願

い
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

倒
木
に
よ
る
事
故
の

補
償
責
任
は

Q
　
道
路
管
理
者
で
あ

る
町
の
瑕か

疵し

に
よ
っ

て
、
物
損
、
人
身
被
害
が
発
生

し
た
場
合
、
賠
償
責
任
は
過
失

割
合
に
よ
り
国
家
賠
償
法
に
基

づ
き
判
断
さ
れ
る
。
町
側
に
す

べ
て
の
責
任
が
あ
る
場
合
、

1
0
0
％
の
賠
償
責
任
が
あ
る

と
考
え
る
が
ど
う
か
。

A
早
川
総
務
課
長

　
い
ろ
い
ろ
な
判
断

が
あ
る
が
、
道
路
管
理
に
全
面

的
に
落
ち
度
が
あ
っ
た
場
合

は
、
町
が
責
任
を
負
う
。
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Ｑ

Ａ

第３次総合計画でどうなる

「ワクワク感」のある吉備中央町
平
ひらさわ
澤　一

かずひろ
浩

Q
　
第
二
次
総
合
計
画

の
成
果
は
。

A
山
本
町
長

①
自
治
組
織
の
名

称
・
組
織
を
統
合
し
、
町
の
一

体
感
づ
く
り

②
自
主
防
災
組
織
の
立
ち
上
げ

③
高
校
の
学
区
が
岡
山
学
区
・

高
梁
学
区
に
分
か
れ
て
い
た
状

況
を
解
消

④
企
業
誘
致
、
就
業
の
場
を
確

保⑤
子
育
て
環
境
を
整
備
（
キ
ッ

ズ
パ
ー
ク
開
設
、公
営
塾
開
設
、

18
歳
ま
で
の
医
療
費
無
料
化
、

学
校
給
食
無
償
化
）

⑥
小
学
校
9
校
を
３
校
に
統
合

⑦
認
定
こ
ど
も
園
・
学
童
保
育

を
整
備

⑧
小
・
中
学
校
の
施
設
整
備

⑨
町
営
太
陽
光
発
電
所
に
よ
る

収
益
を
財
源
確
保
に
活
用

Q
　
第
二
次
総
合
計
画

の
課
題
は
。

A
町
　
長

①
人
口
減
少
・
少
子

高
齢
化
へ
の
対
応

②
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持

③
公
共
交
通
の
充
実

④
買
い
物
環
境
の
充
実

⑤
教
育
・
医
療
環
境
の
維
持
・

充
実

⑥
必
要
な
施
設
の
統
廃
合
・
集

約
と
、
町
全
体
の
暮
ら
し
や
す

さ
の
両
立

⑦
「
賢
い
収
縮
」
や
コ
ン
パ
ク

ト
化
だ
け
で
は
な
く
、
将
来
へ

の
明
る
い
展
望
・
活
力
を
生
み

出
す
こ
と

⑧
吉
備
中
央
町
独
自
の
価
値
・

魅
力
の
創
出

⑨
デ
マ
ン
ド
交
通
や
岡
山
へ
の

直
通
バ
ス
な
ど
は
整
備
さ
れ
て

い
る
も
の
の
、
利
用
度
が
ま
だ

低
いQ

　
町
長
が
描
く
「
10

年
後
の
姿
」、「
わ
く

わ
く
す
る
町
」
と
は
。

A
町
　
長

①
自
然
豊
か
な
環
境

を
生
か
し
た
ま
ち

②
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
、

都
市
部
と
同
等
の
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
ら
れ
る

③
心
豊
か
に
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
ま
ち

まちの最上位計画

A
町
　
長

①
買
い
物
環
境
（
町

内
で
十
分
な
買
い
物
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
ら
れ
る
環
境
づ
く
り
、

吉
備
高
原
都
市
へ
の
買
い
物
環

境
を
中
心
と
す
る
複
合
施
設
）

の
拠
点
は
、
10
年
か
け
る
の
で

は
な
く
、
４
〜
５
年
程
度
で
完

成
形
を
目
指
す

②
公
共
交
通（
デ
マ
ン
ド
交
通
、

岡
山
へ
の
直
通
バ
ス
な
ど
）は
、

ま
だ
ま
だ
途
上
で
あ
る
が
、
さ

ら
な
る
利
用
を
促
し
て
い
く
。

④
「
ず
っ
と
住
み
続
け
た
い
」

と
思
え
る
ま
ち

⑤
吉
備
中
央
町
独
自
の
価
値
・

魅
力
が
あ
る
ま
ち

⑥
特
区
事
業
を
活
用
し
、
新
し

く
取
り
組
む
ま
ち

⑦
自
動
運
転
の
車
が
走
り
、
ロ

ボ
ッ
ト
・
A
I
な
ど
先
端
技

術
を
活
用
す
る
ま
ち

⑥
買
い
物
し
た
商
品
が
自
動
的

に
自
宅
に
届
く
ま
ち

Q
　
喫
緊
の
課
題
は
。
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DX加速化戦略の
考え方
情報漏えいの�
リスク管理
職員のパソコン�
管理
行政サービスの�
デジタル化の推進

民生教育常任委員会

総務産業常任委員会

視察報告

視察報告

７月15日～16日

７月30日～31日

地域の力を生かす、地域の力を生かす、持続可能な町づくり持続可能な町づくり

買い物できる場所買い物できる場所を、どう守るを、どう守る

南あわじ市（兵庫県）

美郷町（島根県） 北広島町（広島県）

上勝町（徳島県）

高齢者の経験や意欲を地域で生かす仕組み

住民の声から生まれた商業活性化の拠点 DXで役場の仕事を変える

住民が主役の持続可能な地域づくり

高齢者の就労・ボランティア・学びをつなぐ取り組みを学
びました。
住民同士の支え合いで、高齢者が地域でいきいきと活躍で
きる仕組みが整っていました。

令和10年度の開業を目指す「商業活性
化・賑わい拠点施設」を視察しました。
町民・商工会・自治会の要望をきっか
けに立案され、スーパーや産直市、飲食店、幼児向け屋内遊
具施設などを備える「にぎわいの拠点」となる施設です。

「DX加速化戦略」の研修をおこない
ました。職員のパソコン管理や情報漏
えいリスクの管理、AI 道路施設点検事業など、デジタル化
に向けた具体的な取り組みを学びました。

ゼロ・ウェイストのまちづくりや、住民が楽しみながら参
加できる環境づくりを学びました。行政だけでなく住民が
主体となり、ごみを減らしながら地域の資源を生かす取り
組みが印象的でした。

施設の概要 ここが参考に！

高齢者の経験を
地域の力に
就労・ボランティ
ア・学びの一体的
支援
住民同士の支え
合いの仕組み

ゼロ・ウェイスト
の考え方
住民主体の地域づ
くり
楽しみながら参加
できる仕組み

高齢者が活躍できる場づくり ごみを減らすまちづくり 住民が楽しみながら参加できる
地域づくりこれまで培ってきた経験や技

能を生かせる仕組みづくり
行政と住民が一緒に考え、
地域全体で持続可能な取り
組み

一人ひとりが地域のためにでき
ることを見つけられる環境づくり

※ゼロ・ウェイストの取り組みとは…�無駄や浪費をなくし、「ごみを生み出さない」暮らしを目指す考え方や取り組みのこと

公設民営型
年間約40万人の
利用を想定
事業費約23億円
スーパー・産直
市・飲食店・幼
児向け屋内遊具
施設など

吉備中央町にどう生かす？

吉備中央町にどう生かす？

買い物環境の確保 人が集まり、交流が生まれる拠点づくり デジタル化による行政の効率化
町民の暮らしを支える、
商業施設のあり方を検討

買い物だけでなく、子育て世代や高齢
者も利用できる、にぎわいの場づくり

情報管理の強化や、住民サー
ビスの向上

ここが参考に！ここが参考に！

定
例
会

一
般
質
問

委
員
会
報
告

議
会
自
習
室

編
集
後
記



吉備中央町議会だより
2026.10／ VOL.8315

①救急救命士による超音波検査の実施（エコー事業）
　搬送中の救急車内において、医師の指示のもとで救
急救命士が超音波検査を実施できるよう、内閣府及び
厚生労働省に対して法令改正を求める提案を令和４年
度に提出した。令和８年７月現在、承認は得られてい
ないものの、町内での実証に向けた安全性の検証や、
厚生労働省及び関係団体などとの議論を継続している
ことが報告された。
②看護師等への検査指示の明確化（遠隔採血事業）
　検体検査を伴う通院負担の軽減と、効率的な検体回収体制の構築を目的として、内閣府及び厚生労働省
に対し、遠隔での採血の実施可否に係る明確化を求める提案を令和５年度に提出した。訪問看護の枠組み
の活用も一案とすることについて、厚生労働省との議論を継続していることが報告された。
③吉備中央町デジタル田園都市推進事業（交付金事業）
　「きびアプリ」登録者数は3,319人（令和８年６月末現在）である。交付金事業により整備した事業の
ランニングコストは町単独負担であり、令和６年度が7,300万円余、令和７年度が6,650万円余、令和８
年度が6,400万円余である。このうち、令和８年度については、買い物支援や暮らしなんでも相談などの
対応に係る「インクルーシブスクエア」スタッフの人件費が2,470万円であることが報告された。また、
救急搬送に係る「コード Kibi」システムの拡充や、デバイスデータの活用による保健指導サービスの実装
などについて、令和７年度に交付金による整備を実施したことが報告された。

広 報 委 員 会

デジタル化特別委員会

研修報告８月５日～６日

８月７日

伝わる議会だより伝わる議会だよりで、もっとで、もっと身近身近に！に！

救命救急士によるエコー検査、救命救急士によるエコー検査、承認見送りに承認見送りに

～他の自治体の取り組みから、よりよい広報を目指して～
大刀洗町（福岡県） 須惠町（福岡県）

住民の声を生かした議会だより 分かりやすく親しみやすい紙面づくり
「読みたい」と思え
る紙面づくり
住民の皆さんからの
意見・質問を取り入
れる工夫
議会の活動が地域に
伝わる仕組み

写真や余白を効果的に
使い、見やすい紙面
専門的な内容をやさし
く表現
「議会が伝えたいこと」
だけでなく、「住民が
知りたいこと」も掲載

吉備中央町にどう生かす？
町民の声を生かす 分かりやすく、手に取りやすく より身近な情報発信を
住民の疑問や関心を取り入れ
た紙面づくり

写真や余白を工夫し、読みやす
いレイアウト

議会の活動を分かりやすく伝え、
関心を持てる

エコー事業の実証

定
例
会

一
般
質
問

委
員
会
報
告

議
会
自
習
室

編
集
後
記



吉備中央町議会だより
2026.10／ VOL.83 16

自習
室議

会 学びの場を

つくるって、い
いね！

　より開かれた議会を目指し、これ
までにない新たな取り組みを一歩ず
つ進めることができたことは、大き
な成果だと感じています。
　　　　　　　（西山宗弘）

議長コメント

自分を見つける場所
　議会自習室という第３の居場所は、生徒たちに
安心感を与え自立を促すだけでなく、議員さんと
いう「斜めの関係」の大人との出会いを通じて、
将来の選択肢を広げる大きな契機となったと感じ
ます。子どもたちの未来を育む温かい居場所を提
供してくださった関係者の皆様に、心より感謝申
し上げます。　　　　　　　   　　　（田野利昭）

校長コメント

稲刈り

加賀中
笑輝祭

編集後記
町の一コ

マ

　実りの秋を迎え、朝夕には心地よい
風を感じる季節となりました。
　この夏は「議会自習室」を開催する
など、議会をより身近に感じてもらう
た め の 新 た な 取 り 組 み も 始 ま り ま し
た 。 こ う し た 一 歩 が 、 議 会 に 関 心 を
持っていただくきっかけになればと思
います。
　議会だよりも、町民の皆さまと議会
をつなぐ架け橋の一つです。「ちょっ
と読んでみよう」と手に取っていただ
けるよう、皆さまに伝わる、親しみや
すい紙面づくりにこれからも取り組ん
でまいります。

（日名　由香）

生徒コメント

記事の訂正：�吉備中央町議会だより第82号で掲載しました、P7丸山議員の一般質問内一段17行目「返礼品の集客」を「返礼品の収穫」
に訂正いたします。
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